
校長 担任

教頭 他の教職員

報告 連絡

・緊急常備薬（抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬、副腎皮質ステロイド
　など）があれば内服し、症状を観察する

・必要に応じて、学校医または主治医の指示を受ける

・ぜい鳴、声が出にくい、呼吸困難、傾眠、意識障害、嘔吐、腹痛
　などの皮膚、粘膜以外の症状が出現したときは、救急車を要請
　　

・アドレナリン自己注射薬(エピペン）を処方されている場合は、生徒自らが
　注射する

家庭家庭家庭家庭

養護教諭および発見者または担任が、 保護者には予断や推測を
個人カルテを持参し、アレルゲンや発症 交えず、事実を正確に伝える
状況などを医師に正確に伝える

《状況に応じた対応》

①保護者に発生時の状況および対応について保護者に説明する

②保護者に迎えに来てもらって、病院での受診を依頼する

③学校から救急車、タクシー等で病院へ運ぶとともに、保護者も病院へ直行する

○管理職への状況報告

○教職員への周知および緊急処置についての再確認

     緊急時     緊急時     緊急時     緊急時におけるにおけるにおけるにおける連絡体制   連絡体制   連絡体制   連絡体制   （（（（アナフィラキシーショックアナフィラキシーショックアナフィラキシーショックアナフィラキシーショックをををを発症発症発症発症したしたしたした場合場合場合場合））））

2222．．．．結果報告結果報告結果報告結果報告とととと対応対応対応対応のののの再確認再確認再確認再確認

連携 養護教諭

1111．．．．関係者連携体制関係者連携体制関係者連携体制関係者連携体制

野洲市教育委員会

連携

医療機関医療機関医療機関医療機関
　　　　教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会
（学校教育課）


